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近代中国における歴史人物評価をめぐって
－鄧演達、楊杰、蒋百里の生涯をヒントに考える－
Reconsidering the Evaluation of Historical Figures in Modern China






















































































































































































































































































































































































































































































































も 2010 年 10 月に広州市で開催された鄧演達の学術討論会に参加した際に市内の新華書店で発見
し，購入した．




















































司・1963 年）は『一橋伝記 8』・曹聚仁作品集②として 1988 年に再版されている．このほかに，
尹雪曼『一代兵聖蒋百里伝』（台北中央日報出版部・1970 年），李娟麗 包東波『軍学奇才－蒋百
里』（蘭州大学出版社・1998 年），張学継『蒋百里生平与軍事思想研究』（中国文史出版社・2001
年），同『兵学泰斗－蒋方震伝』（杭州出版社・2004年）．
32）2009年 8月 9日，筆者の見地での見聞にもとづく．
33）許逸雲編著『蒋百里年譜』（団結出版社・1992年）．
34）爆撃による史料消失も含めてだと考えられるが，楊徳慧女史は日中戦争が楊杰と自分を含めた家
族に多大な不幸をもたらしたと述べた．日本軍の侵攻を避けて昆明に疎開したままになり，田舎
に埋没して落ちぶれてしまったというのである．北京や上海，南京という楊杰が活躍した都市に
居住していれば，家族もより恵まれた境遇にあっただろうという考えだ．日本人である筆者を前
にしての発言であるため，なおさら重く受け止めた．
35）新たに公開された書簡と書簡を利用した研究成果は，梅日新・黄済福・黄振位主編『鄧演達研究
与資料』（中国文史出版・2004年）に収められている．
36）李嘉谷「中蘇関係史研究二題」（抗日戦争研究』1995年 1期）．
跋がある．
35近代中国における歴史人物評価をめぐって
36 鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１９，２０１２
